
    【目標】　「多文化共生社会づくりの推進」

― ― ― ― ―

３言語・11人 ３言語・１１人 ― ― ―

47人 43人 ― ― ―

実施施策（１）　子育てのサポート

〇妊婦や就学前の子どもとその保護者の支援　【乳幼児期】

2020 2021 2022 2023 2024

1

市の子育てサポートの一覧表を外国人市民
にも理解していただけるよう多言語で作成し
ます。
妊娠期からの子育て情報を網羅した情報誌
等を多言語で作成します。

新
規

検
討

実
施

→ → → 子育て支援課

2
窓口での相談業務や健診、予防接種等への
多言語対応を拡充します。また、問診票・案
内チラシ等の多言語化を行います。

拡
充

実
施

→ → → → 保健センター

3
育児・発達相談等への多言語対応を拡充し
ます。また、問診票・案内チラシ等の多言語
化を行います。

拡
充

実
施

→ → → → 保健センター

子育て支援課

市民協働国際
課

5

保育園入園説明会資料や、園だより等を多
言語で作成します。また、入園説明会等でポ
ルトガル語等の通訳が必要な場合は、市民
協働国際課の通訳を派遣します。

継
続

→ → → → → 保育課

6
「こぎつね教室」において、小学校入学半年
前の幼児に日本語の指導等をする「プレス
クール」を行います。

継
続

→ → → → →
市民協働国際
課
学校教育課

7
外国人児童の多く在籍する小学校での入学
説明会（学校生活のルール・教育制度の周
知等）に日本語指導助手を派遣します。

拡
充

実
施

→ → → → 学校教育課

8

外国人児童の多く在籍する放課後児童クラ
ブに、多言語対応可能な支援員等を新たに
配置します。
また、外国人児童の多く在籍する児童クラブ
の入所関係書類を多言語で作成し、説明会
も多言語で実施します。

新
規

実
施

→ → → →
子育て支援課
市民協働国際
課

 

円滑な小学校入学・通
学のための支援（学校
生活のルール・教育制
度の周知等）

要請のあった小学校の入学説明会
に日本語指導助手を派遣。また、東
部中学校にも、２名の日本語指導助
手を派遣し、円滑な就学支援を行っ
た。

令和３年度と同様に、要請の
あった小学校の入学説明会に
日本語指導助手を派遣する。

放課後児童クラブの多
言語対応の充実

児童クラブの緊急なお知らせ等につ
いて、外国人保護者に対し外国語で
のメール配信を開始した。

引き続き、児童クラブに関する
各種お知らせの外国語対応に
取り組んでいく。

保育園関連資料等の
多言語版の作成

保護者や保育園からのニーズに応
じて、新たにポルトガル語とスペイン
語に対応した乳幼児連絡ノートを作
成した。

引き続き、必要な資料などの多
言語版の作成に取り組む。

プレスクール（就学前
児童の日本語指導等）
事業の実施

就学前の児童を対象に１０月～３月
に前期・後期（各１０回）に分け親子
プレスクールを開催。親子で学ぶこ
とで、より充実した指導を行うことが
できた。
両課や学校と情報を共有し、プレス
クールへの申込を促進した。

両課の連携を強化し、情報共
有をして児童の就学支援を行
う。

検
討

実
施

→ →

R3.7.28に、市民協働国際課と多文
化子育てサロンの実施について打
ち合わせ。外国人親子が参加でき、
ともに子どもの誕生を喜び、交流で
きる「ママも１歳おめでとう！誕生
会」を企画し、内容を検討した。

外国人親子が参加できる「ママ
も１歳おめでとう！誕生会」を
実施する。多言語にしたチラシ
を関係機関に配布し、イベント
の周知を図る。

愛知県多文化共生推進室が開催し
た多文化子育てサロン普及説明会
に参加（R3.12.15）し、外国人親子の
現状や、他市の先進事例などを学
び、子育て支援課と情報共有をし
た。

子育て支援課の開催するイベ
ントへの通訳者の派遣やチラ
シの多言語化を行うとともに、
外国語版のホームページやＳ
ＮＳ等で周知を図る。

音声翻訳機ポケトークを設置。
健診会場全１４４回/年にポルトガル
通訳を配置。
問診票を多言語化した。

継続して実施する。

関係課等

外国語版の子育て情
報ハンドブックの作成

妊婦期から出産後の子育てに役立
つ制度や事業についての情報を一
覧にして作成した。

母子手帳交付時に一覧を配布
できるよう関係機関と調整をす
る。

　「こぎつね教室」の入室者数 60人 90人

№ 主な事業 事業の内容 区分
計画対象年度

健診・予防接種等の多
言語対応

育児・発達相談の実施
必要時にポルトガル語通訳を配置し
た。また、案内チラシ等のポルトガル
語版を作成した。

継続して実施する。

4

重点

多文化子育て交流機
会の提供

日本の子育てに関する制度や母子保健等、
外国人市民が日本で子育てをしていくに当
たって必要な情報を提供したり、日本人の親
子と交流を行ったりする機会を設けます。

新
規

Ｒ３年度実績 Ｒ４年度計画

（2018年度） （2024年度）

　多文化子育て交流機会の回数 ― 12回

　日本語指導助手の言語数と人数 2言語・10人 3言語・15人

第３次豊川市多文化共生推進プラン（２０２０－２０２４）事業実績報告書

 基本方針【１】：未来に向けたまちづくり

指　　　標
現行値 目標値

2020 2021 2022 2023 2024目標指標



実施施策（２）　教育環境の整備

〇児童生徒への学習支援や不登校・不就学児童生徒等の就学支援　【子ども期】

2020 2021 2022 2023 2024

9
外国人児童生徒数や進路状況等を毎年度
調査し、把握します。

継
続

→ → → → → 学校教育課

10
　

重点

ポルトガル語以外の日本語指導助手を増員
し、日本語ができずに小中学校の学習や生
活に適応できない児童生徒のサポートや指
導等を行います。

拡
充

実
施

→ → → → 学校教育課

11
市内全小中学校に配置されている外国人児
童生徒教育担当者に対する研修会を実施
し、指導力の向上を図ります。

継
続

→ → → → → 学校教育課

12

日本語教育コーディネーターを外国人児童
生徒の多く在籍する小中学校に派遣し、外
国人児童生徒教育担当者や日本語指導助
手の指導等サポートを行います。

新
規

検
討

実
施

→ → → 学校教育課

13

重点

「こぎつね教室」の日本語指導員を増員し、
送迎や指導体制の見直しを行い、増加する
日本語が未熟で小中学校に不登校や不就
学となっている外国人児童生徒の公立小中
学校へのスムーズな転入を図ります。

拡
充

実
施

→ → → →

市民協働国際
課
学校教育課

14
外国人児童生徒の希望者に対し、夏休み期
間を利用し、日本語指導助手等のサポート
のもと学習会を実施します。

新
規

実
施

→ → → → 学校教育課

15
国際交流協会の実施する「ＰＥＣＬＡ（ペク
ラ）」において、南米の子ども等に母語や日
本語指導、学習の支援を行います。

継
続

→ → → → → 国際交流協会

〇生徒への進路に関する支援　【青年期】  

2020 2021 2022 2023 2024

16

外国人生徒の多く在籍する中学校での進路
説明会に日本語指導助手を派遣します。ま
た、進路に関する情報や奨学金についての
情報を多言語で提供します。

拡
充

実
施

→ → → → 学校教育課

外国人生徒やその保
護者を対象にした進路
説明会の開催や進路
に関する情報の提供

要請のあった学校の進路説明会及
び進学懇談会に日本語指導助手を
派遣した。（学校教育課）
外国語版ホームページやFacebook
により、進路に関する情報を多言語
で提供した。（市民協働国際課）

令和３年度同様に、要請のあっ
た学校には進路説明会及び進
学懇談会に日本語指導助手を
派遣する。

№ 主な事業 事業の内容 区分
計画対象年度

小中学校の外国人児
童生徒教育担当者の
指導力の向上

市内全体の外国人児童生徒教育担
当者に対して、外国人児童生徒教
育講座の内容を伝達講習した。

外国人児童生徒教育担当者に
外国人児童生徒教育講座の内
容を伝達講習する。併せて、日
本語教育適応学級担当者に効
果的な日本語指導について研
修会を実施する。

日本語教育コーディ
ネーターの配置

日本語教育コーディネーターの配置
を予算要望したが、実現には至らな
かった。

日本語教育コーディネーターの
予算を要求し、配置する。

Ｒ３年度実績 Ｒ４年度計画 関係課等

Ｒ３年度実績 Ｒ４年度計画 関係課等

外国人児童生徒の状
況の把握

外国人児童生徒数について、年２回
調査を実施し、実態把握に努めた。
令和２年度卒業生の進路状況につ
いても調査を行った。

令和３年度同様に、２つの調査
を実施し、実態把握をしていく。

№ 主な事業 事業の内容 区分
計画対象年度

小中学校の日本語指
導助手の充実

不登校・不就学の外国
人児童生徒の就学支
援（こぎつね教室）の充
実

令和元年度・２年度と指導員を増員
し、５名での指導体制を継続。
本年度から、オンライン授業を開始
し、コロナ感染症の影響で通室出来
ない児童や、卒室した生徒のフォ
ローアップなどを実施し、より充実し
た指導を行った。

学校教育課や学校と情報を共
有し、日本語指導の必要な児
童生徒を幅広く受け入れるとと
もに、オンライン授業を活用し、
より指導内容を充実させ、ス
ムーズな就学へとつなげる。

外国人児童生徒夏休
み学習会（仮称）の実
施

外国人児童生徒が多い学校を会場
とし、希望者に当該校教諭及び日本
語指導助手のサポートのもと、学習
会を実施した。

令和３年度の反省を生かしな
がら、外国人児童生徒が多い
学校を会場校とし、希望者に学
習会を実施する。

外国人児童生徒の学
習支援
（ＰＥＣＬＡ）

コロナウイルスの影響により、休講
が多くなった他、予定していた「心理
学者を招いてのお話の会」も中止と
なった。

愛知県国際交流協会と外国人
児童生徒向け日本語ボラン
ティア育成等事業の「スキル
アップ研修」を実施する。

ポルトガル語・スペイン語・タガログ
語の３言語に対応していく。

令和３年度同様、ポルトガル
語・スペイン語・タガログ語の３
言語に対応していく。



８３人 １４３人 ― ― ―

８８件 １１９件 ― ― ―

８６７件 ９６３件 ― ― ―

97.0% 98.4% ― ― ―

実施施策（１）　円滑なコミュニケーション環境の実現

〇日本語習得のための支援　【青年期・成人期】

2020 2021 2022 2023 2024

市民協働国際
課

国際交流協会

18

日本語ボランティア養成講座やスキルアップ
研修、若者ボランティア体験講座等を実施
し、新規のボランティアの育成やボランティア
のレベルアップを図ります。

継
続

→ → → → →

市民協働国際
課
国際交流協会

 
市民協働国際
課

国際交流協会

 
市民協働国際
課

国際交流協会

〇日本の生活ルール等の理解促進　【全世代】

2020 2021 2022 2023 2024

21

転入外国人市民等へ、庁舎案内や行政手続
き、生活ルール等をお知らせする「オリエン
テーションセット」を多言語で作成し、配布し
ます。

継
続

→ → → → →
市民協働国際
課
市民課

22

転入外国人市民等が市で生活するうえで必
要なルール等を解説する多言語行政情報動
画を制作し、ホームページ等で広く周知しま
す。

新
規

検
討

実
施

→ → →
市民協働国際
課
関係各課

Ｒ４年度計画 関係課等

多言語による「オリエン
テーションセット」の配
布

英語・中国語版「暮らしの便利帳」を
改訂し増刷した。
ポルトガル語・スペイン語・英語・中
国語・ベトナム語・インドネシア語の
オリエンテーションセットを作成し、
市民課窓口で外国人転入者に配布
した。

内容の更新等を図りながら、継
続して実施する。

多言語行政情報動画
の配信

制作した動画をより多くの外国人市
民に周知できるように、二次元コード
から簡単にアクセスできる「動画紹
介カード」を作成し、図書館コラボ展
示で紹介した他、外国人相談窓口
や市民課、各支所、国際交流協会
など、外国人市民が多く利用する窓
口へ設置した。

継続して周知を図り、活用して
いく。

№ 主な事業 事業の内容 区分
計画対象年度

Ｒ３年度実績

国や県等が実施する講座や研修等
の情報のチラシを窓口等に設置した
他、ホームページやFacebook等で
情報提供をした。

継続して実施する。

国や県等が実施する講座や研修等
の情報を日本語教室ボランティアへ
提供し、チラシを窓口等に設置した。

継続して実施する。

20
日本語習得や日本語
指導員養成のための
研修等の情報提供

国や県等が実施する日本語習得や、日本語
ボランティア養成のための研修等の情報提
供を行います。

継
続

→ →

19
日本語能力検定試験
の周知や受験費補助
等の支援

外国人児童生徒や日本語教室受講者等の
外国人市民の日本語能力の向上を図るた
め、日本語能力検定試験や受験費補助につ
いての周知を行います。

継
続

→ →

→ → →

日本語ボランティア養
成講座等の実施

10/10（日）犬飼康弘氏による「やさ
しい日本語を通して考える外国人市
民とのコミュニケーション」（日本語ボ
ランティア養成講座・東三河広域で
募集）を実施した。
12/12（日）ワールドフェスティバルの
ボランティアに高校生６人が参加。
新規ボランティアの育成を図った。

継続して新規ボランティアの育
成やボランティアのレベルアッ
プを図る。
コロナの影響で延期となったス
キルアップ研修を実施する。

Ｒ４年度計画

→ → →

外国語版広報等にて試験や受験費
補助についての周知を実施し、２５
名に受験費補助を行った。

試験や受験費補助についての
周知を実施し、受験費の補助
を行う。

日本語教室の生徒へ受験費補助に
ついて周知した。

試験や受験費補助についての
周知を行う。

関係課等

17

重点

外国人市民に対する
日本語学習機会の提
供

国際交流協会が実施する「日本語教室」等、
外国人市民に対する日本語学習機会の提供
を行います。

継
続

→ → → →

№ 主な事業 事業の内容 区分
計画対象年度

Ｒ３年度実績

→

外国人児童生徒の就学支援として
「こぎつね教室」で日本語学習の機
会を提供した。

継続して実施する。

大人向け日本語教室（ひるま・夜）を
実施。コロナ禍で勤労福祉会館が休
館時は休講となったが、延べ１４３人
が受講。また、夜クラスの一部でオ
ンライン授業を実施した。

継続して実施する。

 多言語情報提供配信システム（とよかわ
 安心 メール) の登録件数

４３３件 １，０００件

 外国人相談対応に対する満足度 ― 88.0%

（2018年度） （2024年度）

 日本語教室等の延受講者数 ３６７人 2,000人（５年計）

 ごみ分別アプリ（外国語）のダウンロード数 ５８件 ５００件

 基本方針【２】：住みやすいまちづくり

指　　　標
現行値 目標値

2020 2021 2022 2023 2024目標指標



清掃事業課

国際交流協会

24
市営住宅に入居する外国人市民に対し、共
同生活において守っていただくルールを多言
語で案内します。

継
続

→ → → → → 建築課

25
外国人市民に対し、交通安全・防犯講話や
啓発を実施します。

継
続

→ → → → →
人権交通防犯
課
国際交流協会

26

外国人市民に対し、日本の生活ルールや文
化等に関する理解を促進するための講演会
やイベント等を市や警察、消防等と連携して
実施します。

継
続

→ → → → →
国際交流協会
他

〇多言語による情報提供　【全世代】

2020 2021 2022 2023 2024

27
外国語版「広報とよかわ」の言語数を増やし
ます。

拡
充

実
施

→ → → →
市民協働国際
課
国際交流協会

市民協働国際
課

国際交流協会

29

重点

多言語情報提供配信システム（とよかわ安
心メール）を活用した行政情報等の配信の言
語数を増やすとともに、登録者の増加を図り
ます。

拡
充

実
施

→ → → →
市民協働国際
課

30
外国語版の市公式Facebookの言語数を増
やすとともに、登録者の増加を図ります。

拡
充

実
施

→ → → →
市民協働国際
課

市民協働国際
課

国際交流協会

32

外国人市民を多く雇用する企業等と連携し、
市の観光資源を紹介する等のＰＲを行い、永
住化や、訪日外国人旅行者の増加を図りま
す。

新
規

検
討

実
施

→ → →
商工観光課
観光協会
商工会議所　他

関係各課

外国人市民向け「市税のしおり」ポ
ルトガル語版を発行した。（収納課）

やさしい日本語版「Ｗｅ」１号を発行
し、日本語の学習やコロナワクチン
等について外国人へ周知した。

やさしい日本語版「Ｗｅ」２号を
発行するほか、多言語による
行政情報等を提供する。また、
ポケトークを購入し相談窓口で
の多言語対応の充実を図る。

外国人市民に対する
観光資源のＰＲ

多言語対応の観光情報ホームペー
ジサービス提供開始。【英語、中国
語（簡体・繁体）、韓国語、タイ語、イ
タリア語、スペイン語、フランス語、
ベトナム語】

外国人向け観光情報ＰＲを継
続して実施。

→ → →

各課等の依頼や、コロナ関連、国・
県からの行政情報などを多言語に
翻訳し、提供した。

継続して実施する。

院内各様式のポルトガル語・スペイ
ン語版を作成した。
コロナウイルスに関する院内表示や
ＨＰでの説明をポルトガル語・スペイ
ン語で作成した。（市民病院）

引き続き、行政情報を多言語
化するとともに、「やさしい日本
語」を用いての情報提供に努
める。

関係課等

外国語版広報の充実

ポルトガル語・スペイン語版、英語・
中国語版広報を発行するとともに、
R3年度からベトナム語とインドネシ
ア語は併合版から単独での発行に
変更した。

引き続き６言語による外国語版
広報を発行する。

28
外国人向けのホーム
ページの充実

外国人向けの市ホームページの言語数を増
やします。また、国際交流協会のホームペー
ジの充実を図ります。

拡
充

実
施

→ → → →

ポルトガル語・スペイン語・英語・中
国語・ベトナム語のホームページを
運営し、タイムリーな情報提供を心
掛け、内容の充実を図った。

今後も外国人の必要とする情
報を掲載し、内容を充実させ
る。

やさしい日本語を使用し、わかりや
すい表記・内容にした。また、動画を
積極的に取り入れた。

多言語ホームページ作成への
準備を行う。

Ｒ４年度計画

外国人市民への日本
の生活ルール等に関
する講演会等の実施

新型コロナウイルス感染防止のた
め、関係機関とのイベントは中止し
た。
消防（119）への電話のかけ方に関
する多言語のチラシを協会の事務
局内で配付した他、ホームページに
掲載して周知した。

継続して実施する。

№ 主な事業 事業の内容 区分
計画対象年度

Ｒ３年度実績

31
各課窓口等での多言
語等による行政情報等
の提供

市役所各課窓口等の書類や啓発チラシ、案
内文等の行政情報を多言語で作成します。
また、多言語対応できない場合でも「やさしい
日本語」を用いて行政情報等の提供に努め
ます。

拡
充

→ →

多言語情報提供配信
システムを活用した情
報配信の充実

外国人相談窓口で安心メールの説
明をして、登録を促進した。

外国人相談窓口やホームペー
ジ・Facebook・広報などで情報
を周知し、登録者の増加を図
る。

ＳＮＳを活用した多言
語による情報配信の充
実

今年度、多言語行政情報動画を周
知するために作成した動画紹介カー
ドの裏面に、各言語のFacebookのＱ
Ｒコードを印刷し、登録者の増加を
図った。

引き続き、タイムリーな情報提
供に努めるとともに、登録者の
増加を図る。

市営住宅入居者への
日本の共同生活ルー
ルの説明

市営住宅新規入居者に対し、入居
のしおり（日本語版・ポルトガル語
版）を配付。入居後、共同生活にお
けるルールやマナーについて他の
入居者からの苦情があった際には、
翻訳した注意文で対応した。

現在実施している取り組みを継
続する。

外国人市民への交通
安全・防犯講習会等の
実施

外国人市民に対し、講習などにより
交通安全の啓発を実施した。
新型コロナウイルス感染症拡大防
止のためワールドフェスティバルで
開催を予定していた警察署のブース
は中止となった。

外国人市民に対し、交通安全・
防犯講和や啓発を実施する。

→ → →

外国人市民向けのごみ分別アプリ
にベトナム語を追加し、ごみ分別意
識の啓発を図った。

外国人市民向けのごみ分別カ
レンダー（６か国語）及びごみ
分別アプリ（４か国語）により、
ごみ分別意識の啓発を継続す
る。

ごみカレンダー（多言語版）の配布
や資源・ごみ分別アプリ「さんあー
る」の紹介記事を機関誌Ｗｅに掲載
した。

継続して実施する。

23

重点

外国人市民に対するご
み分別意識の啓発

外国人市民向けのごみ分別カレンダー及び
ごみ分別アプリの言語数を増やします。ま
た、外国人市民に対し、ごみ分別講習会等を
実施し、ごみ分別意識の啓発を図ります。

拡
充

実
施

→



実施施策（２）　生活環境の整備

〇通訳・相談体制の整備　【全世代】

2020 2021 2022 2023 2024

33

重点

外国人市民が生活に関する情報や相談場所
に適切・迅速に到達できるよう、多言語で情
報提供や相談を行うワンストップ型の「外国
人相談窓口」を市民協働国際課に設置し、外
国人市民の状況等に応じて充実を図ります。

拡
充

実
施

→ → → →
市民協働国際
課

収納課

市民病院

保健センター

国際交流協会

35
市民協働国際課の通訳職員を必要に応じて
市役所各課等の関係する機関等へ派遣しま
す。

継
続

→ → → → →
市民協働国際
課

〇税、医療、保険、介護、福祉支援　【成人期・老年期】

2020 2021 2022 2023 2024

36
税務手続きが円滑に行えるよう外国人市民
のための多言語による税務相談会を開催し
ます。

継
続

→ → → → →
市民税課
国際交流協会
他

保険年金課

介護高齢課

福祉課

市民協働国際
課

市民病院

保健センター
他

→

あいち医療通訳システムについて、
豊川市歯科医師会の会員７４機関
に案内を送付して周知し、活用の促
進を図った。

令和２年度は医師会へ案内し
ているため、まだ案内を送付し
ていない団体等への周知と活
用の促進を図る。

通訳職員では補えない言語におい
て、あいち医療通訳システムの翻訳
サービスを利用できる体制を維持し
た。また、あいち医療通訳システム
に無い希少言語について、厚生労
働省の通訳サービスの利用申込を
行った。

あいち医療通訳システム等に
より、状況に応じたサービスを
選択し、診察や医療に関する
説明などを行う。また、通訳体
制向上のため、医療通訳に特
化した電話通訳及びタブレット
端末通訳が可能なサービスの
利用を新たに開始する。

あいち医療通訳システムの利用は
有料であるため、現時点ではスマー
トフォンのアプリやポケトークなどの
通訳機で対応した。

市内医療機関等に周知できる
機会を検討していく。

38
あいち医療通訳システ
ムの周知及び活用

愛知県の医療通訳システムを積極的に医療
機関等に周知し、活用を促すことにより、外
国人市民が安心して医療を受けられる環境
を整えます。

継
続

→ →

→ → →

→ →

→

通知物をポルトガル語・英語・中国
語に加え、ベトナム語を追加し、多
言語による周知を図った。

引き続き継続して多言語での
周知を図る。

介護保険制度を分かりやすく解説し
たパンフレットを東三河広域連合で
作成し、ホームページに掲載して周
知した。

作成した多言語パンフレットの
窓口等での活用及び市民への
周知に努める。

福祉サービスの申請から利用まで
の流れについての説明資料を多言
語化し、周知を図った。

継続して実施する。

Ｒ４年度計画 関係課等

外国人税務相談会の
実施

令和４年２月２０日豊川市勤労福祉
会館にて、外国人市民を対象に税
務相談会を開催した。
（受付人数２０名）

令和５年２月下旬に相談会を
開催予定。

37
外国人市民に対する
社会保障制度の周知

公的医療保険や介護保険、年金等の福祉に
係る社会保障制度への理解を深めるため、
多言語による周知を行います。

新
規

実
施

継続して配置し、相談等に対す
る体制を維持する。

通訳職員の派遣
市役所各課等からの要請により、関
係機関等へ通訳を派遣した。

必要に応じて派遣する。

№ 主な事業 事業の内容 区分
計画対象年度

Ｒ３年度実績

→ → →

ポルトガル語の通訳１名を配置。 継続して配置する。

ポルトガル語・スペイン語の通訳職
員が、診察に立ち会い通訳を行っ
た。
タブレット端末の翻訳アプリケーショ
ンを活用して院内案内等を行った。

引き続き、ポルトガル語とスペ
イン語の通訳職員を配置し、通
訳を必要とする来院者に対応
する。
タブレット端末の翻訳アプリ
ケーションを活用し、通訳職員
以外も積極的に患者との意思
疎通を図る。

乳幼児健診実施日の全てに、ポルト
ガル語通訳を配置し、相談体制を整
えた。

継続して実施する。

中国語・スペイン語・英語・ポルトガ
ル語の通訳４名を配置し、関係機関
と連携して、外国人市民の相談等に
対応した。

34 通訳職員等の配置
収納課、市民病院、保健センター、国際交流
協会に通訳職員等を配置し、外国人市民の
相談等に対する体制を整えます。

継
続

→ →

Ｒ３年度実績 Ｒ４年度計画 関係課等

「外国人相談窓口」の
充実

ポルトガル語・スペイン語・英語・中
国語・ベトナム語の通訳を配置し、
多言語で情報提供や相談を行った。
また、窓口の充実を図るため、相談
窓口でアンケートを昨年度に引き続
き実施した。

多言語での情報提供や相談を
行うとともに、引き続きアンケー
トも実施し、窓口の充実を図
る。

№ 主な事業 事業の内容 区分
計画対象年度



〇災害時の体制整備　【全世代】

2020 2021 2022 2023 2024

防災対策課

国際交流協会
他

40

災害時に日本語がわからない外国人被災者
への支援を行うため、災害時通訳ボランティ
アの募集・登録を促進し、国際交流協会が市
や社会福祉協議会等と連携して養成講座等
を実施します。

継
続

→ → → → →
市民協働国際課
防災対策課
国際交流協会
社会福祉協議会他

市民協働国際
課
国際交流協会

防災対策課
他

〇労働環境の整備　【成人期】

2020 2021 2022 2023 2024

商工観光課
公共職業安定所
商工会議所
農業協同組合他

農務課

43

国や県等が実施する外国人市民に対する職
業訓練や就労につながる講座・研修等の情
報を多言語により周知し、就労に関する相談
等を行います。

拡
充

実
施

→ → → →

商工観光課
農務課
公共職業安定所
商工会議所
農業協同組合他
国際交流協会

44
外国人市民の起業に関する相談や情報提供
を多言語により行い、支援します。

新
規

実
施

→ → → →
商工観光課
商工会議所他

外国人市民に対する
起業支援

市民協働国際課の通訳職員と協力
して、外国人市民の起業に関する相
談を実施した。

令和３年度同様に、市民協働
国際課の通訳職員と協力して
窓口での相談支援の充実を図
る。
外国語での特定創業支援事業
の実施について検討を行う。

随時、農業協同組合への情報提供
を行い、就労に関するマッチングを
行った。

引き続き随時農業協同組合に
情報提供を行う。

外国人市民に対する
職業訓練等の情報提
供及び就労に関する
相談

公的機関等から配布された外国人
向けの就労関係のチラシ等を窓口
に設置した。国際交流協会では、協
会の入口横に「みんなの掲示板」を
設置し、企業の外国人募集チラシを
掲示して周知した。

令和３年度同様に、公的機関
等からの外国人向けの就労に
関する情報を窓口へのチラシ
等の設置で周知を図る。

Ｒ４年度計画

41
避難所等の多言語対
応

外国人の多く住む地域の避難所等に多言語
表示シートを設置したり、必要に応じて災害
時通訳ボランティアを派遣したりする等、日
本語がわからない外国人市民に対する災害
時の支援を行います。

新
規

実
施

→

関係課等

42
関係機関との就労に
向けた情報共有と連携
強化

公共職業安定所、商工会議所等の関係機関
と外国人市民の就労に関する情報を交換
し、共有を図ります。

継
続

→ → → →

№ 主な事業 事業の内容 区分
計画対象年度

Ｒ３年度実績

→

定期的に豊川職業安定所の職員と
の打ち合わせを行い情報提供を
図った。

引き続き定期的に豊川職業安
定所の職員と打ち合わせを行
い、情報共有を図る。

災害時通訳ボランティ
アの登録・養成の促進

令和４年２月２０日に予定されていた
災害時通訳ボランティア等のスキル
アップ研修は中止となったが、新規
にポルトガル語・ベトナム語の通訳
ボランティア３名の登録を行った。

令和５年２月頃に災害時通訳
ボランティア等のスキルアップ
研修を実施予定。講師は防災
対策課（令和４年度より危機管
理課）より派遣する。
災害時通訳ボランティアの募
集・登録の促進を図る。

Ｒ４年度計画 関係課等Ｒ３年度実績

→ → →

災害時には、災害時通訳ボランティ
アを市の要請により国際交流協会
が派遣する。

災害時には、災害時通訳ボラ
ンティアを市の要請により国際
交流協会が派遣する。

市のホームページ等で、コミュニ
ケーション支援ボード（平成３０年度
各避難所に設置）の啓発を行った。

市のホームページ等でコミュニ
ケーション支援ボードの啓発を
図る。

39
外国人市民に対する
防災講習会等の実施

外国人市民に対する防災講習会等を実施
し、防災意識を高めます。

継
続

→ → → →

№ 主な事業 事業の内容 区分

計画対象年度

→

国際交流協会の多文化共生課外授
業において、豊川市防災センターの
見学を計画していたが、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため中止
となった。

防災リーダー養成講座など各
種講座に対する外国人参加の
啓発を図る。

国際交流協会多文化共生課外
授業において、豊川市防災セ
ンターの見学を実施する。



（2018年度）

１３２人 ７４人 ― ― ―

３回 ４回 ― ― ―

１０回 ５回 ― ― ―

実施施策（１）　多文化共生の意識づくり

〇多文化共生・国際理解の意識啓発　【全世代】

2020 2021 2022 2023 2024

45
外国人市民と日本人市民との交流を図るた
め、キッズワールドサマースクールやワール
ドフェスティバル等の交流事業を行います。

継
続

→ → → → →
市民協働国際
課
国際交流協会

市民協働国際
課

国際交流協会

47

人権・男女共同参画講演会の開催や各種イ
ベント等での啓発活動、小中学校での道徳
等の授業や学校教育を通した人権教育等に
より、市民の人権尊重意識の啓発を図りま
す。

継
続

→ → → → →
人権交通防犯
課
学校教育課

市民協働国際
課

国際交流協会

→ →

職員向けにＲ3.9.9「やさしい日本語
職員研修」を自治体国際化協会に
講師を依頼し、オンラインにて実施し
た。また、「やさしい日本語」町内会
出前講座を５町内会で開催した。
その他、中央図書館にて「あいち多
文化共生月間　ともに生き、ともに輝
き、ともに創る」展を開催した中で、
「やさしい日本語」についての紹介を
するとともに関連図書を展示し、情
報の周知や活用の啓発を図った。

Ｒ３年度と同様に、講師を招い
て職員研修を実施する。町内
会出前講座については、Ｒ３年
度開催時のアンケートを参考
に改善し、より多くの町内会で
の実施を図る。
また、中央図書館とのコラボ展
示を実施し、やさしい日本語の
周知と啓発を図る。

協会のホームページやフェイスブッ
ク、機関誌「Ｗｅ」等をやさしい日本
語で発信した。

継続してやさしい日本語に関す
る情報の周知や活用の啓発を
図る。

人権尊重意識の啓発

R4.3.5におおたわ史絵さんを講師に
迎え、人権・男女共同参画講演会を
開催した。その他、人権週間での啓
発の活用により、市民の人権尊重
意識の啓発を図った。

人権・男女共同参画講演会の
開催や各種イベント等での啓
発活動により、市民の人権尊
重意識の啓発を図る。

48
やさしい日本語の活用
啓発

「やさしい日本語」の実践的な活用を促すた
め、市職員に対する研修や小中学校への出
前講座に加え、市民に対する出前講座を実
施します。また、やさしい日本語に関する情
報の周知や活用の啓発を図り、市民の多文
化共生意識の啓発を図ります。

拡
充

実
施

→ →

→ →
46

重点
→ →

愛知県の多文化共生月間（１１月）
に合わせ、10～11月に中央図書館
にて「あいち多文化共生月間　とも
に生き、ともに輝き、ともに創る」展を
開催し、多文化共生や外国の文化・
歴史等に関する図書の展示を行うこ
とで、市民の多文化共生意識の啓
発を行った。
一宮南部小学校にて、姉妹都市・友
好都市の紹介及び子ども達の作品
を数点展示し、児童の多文化共生・
国際理解の意識啓発を行った。

小中学生等に多文化共生に関
する出前講座等を開催する。ま
た、中央図書館と連携して、姉
妹都市・友好都市関連の展示
や、多文化関連図書のミニ展
示を開催し、市民の多文化共
生・国際理解の意識啓発を図
る。

新規に出前講座を国府小学校(英語
科) ・中部中学校(総合的な学習)・豊
川高等学校(国際系)で行った。また
豊川宝飯ロータリーｸﾗﾌﾞの国際奉仕
委員会で講演を行った。
その他、
・「コーヒーから見える国々の状況と
ドリップコーヒーのワークショップ」を
4/18(日)に実施。
・「チェコの音楽博士ダニエル・フォ
ルロー氏のピアノ演奏」の動画を
ワールドフェスティバル（12/12）の会
場やホームページ、フェイスブックで
公開した。

どんな国シリーズ講座「カンボ
ジア」・「ハンガリー」を開催する
他、講演会「美味しいコーヒー
を飲みながら　国際理解を深め
る」、「自転車で旅した世界（仮
題）」を開催する。
また、６月に中央図書館にてラ
テンアメリカに関する展示を行
う。（6.16～7.19　「ラテンアメリ
カを知ろう！」）

Ｒ４年度計画 関係課等

日本人市民と外国人
市民との交流事業の
実施

7/31（土）市総合体育館にてキッズ
ワールドサマースクールを開催（参
加者小学４～６年計３５名）。
12/12（日）勤労福祉会館にてワー
ルドフェスティバルを開催（参加者約
５００名）。

７月にキッズワールドサマース
クール、１２月にワールドフェス
ティバルを実施する。

国際感覚豊かな多文
化共生意識を持った日
本人市民の育成

小中学生等を含む幅広い層の市民に対し多
文化共生に関する出前講座や国際理解講演
会等を実施し、国際感覚豊かな多文化共生
意識を持つ日本人市民の育成を図ります。

継
続

→

№ 主な事業 事業の内容 区分
計画対象年度

Ｒ３年度実績

 地域や企業等との連携による外国人市民
 が参加する防災訓練等の実施回数

― ５回

 町内会に対する外国人市民受入の意識
 啓発研修会の実施回数

― ３回

 国際理解・国際交流を目的とした講演会
 等の参加者数

１８０人 1,000人（5年計）

 基本方針【３】：活気にあふれるまちづくり

指   標
現行値 目標値

2020 2021 2022 2023 2024
（2024年度）

目標指標



市民協働国際
課
学校教育課

国際交流協会

〇外国人市民の意見反映　【成人期】

2020 2021 2022 2023 2024

市民協働国際
課

国際交流協会
他

実施施策（２）　地域社会への参加促進

〇地域での交流、地域活動への参加促進【成人期】

2020 2021 2022 2023 2024

51

町内会等の地域や企業等の事業者の協力
を得て、多言語で外国人市民に町内会の役
割や活動を紹介する機会を設け、町内会へ
の加入や地域社会への参加促進を図りま
す。

継
続

→ → → → →

市民協働国際課
建築課
国際交流協会
商工会議所
農業協同組合
連区長会他

市民協働国際課
商工会議所
農業協同組合
連区長会他

防災対策課

国際交流協会

→ → →

金沢町などが町内会や企業等の事
業者と連携し、外国人市民が参加す
る防災訓練等を実施。参加した外国
人市民は、消火器の使い方や避難
訓練を体験し、防災意識を高めた。

町内会等の地域や企業等の事
業者と連携し、外国人市民が
参加する防災講習会や防災訓
練を実施する。また、総合防災
訓練等で外国人市民の参加促
進を図る。

八南小おやじの会主催「学校に泊ま
ろう（防災キャンプ）」講師派遣等を
行った。

外国人市民が参加する防災講
習会・防災訓練に対して積極
的に講師を派遣する。

コロナウイルス感染症拡大防止のた
め未実施

市総合防災訓練へ参加する
他、日本語教室の生徒を対象
とした多文化共生課外授業を
市防災センターで実施するなど
して、防災に対する意識を高め
る。

Ｒ３年度実績 Ｒ４年度計画 関係課等

外国人市民の地域社
会活動への参加促進

市営住宅新規入居者に対し、住宅
の鍵を渡す際に、町内会についての
説明を受けるよう、市民協働国際課
へ案内している。（建築課）
町内会加入チラシの多言語版の配
布他、町内会作成のチラシをポルト
ガル語に翻訳した。（市民協働国際
課）
国際交流協会では、日本語教室の
受講生に、協会の会員になってもら
い、協会活動を通して、地域社会へ
の参加を目指した。

現在実施している取り組みを継
続する他、国際交流協会では、
外国人会員を増やし、協会活
動において地域社会活動への
参加を促進する。

№ 主な事業 事業の内容 区分
計画対象年度

52

重点

地域や企業等と連携し
た外国人市民参加の
防災講習会・防災訓練
の実施促進

町内会等の地域や企業等の事業者と連携
し、外国人市民が参加する防災講習会・防災
訓練を実施し、防災に対する意識や避難方
法等を周知するとともに、町内会への加入を
働きかけ、地域社会への参加促進を図りま
す。

新
規

検
討

実
施

Ｒ３年度実績 Ｒ４年度計画 関係課等

50
外国人市民の意見を
聴く機会の創出

外国人市民意識調査等の実施や、市役所の
会議等における外国人市民の委員への登用
に努め、国際交流協会のイベント等で外国
人市民との意見交換ができる場を設ける等、
外国人市民の抱える問題や課題等を把握す
る機会を創出します。

継
続

→ → →

№ 主な事業 事業の内容 区分
計画対象年度

→ →

愛知県が実施する外国人市民意識
調査に協力し、豊川市の外国人市
民の調査結果を受け、外国人市民
の抱える問題や課題等を把握した。

Ｒ３年度に県が実施した外国人
市民意識調査の結果をもとに、
課題等を整理し対応について
検討する。

12/12（日）に開催したワールドフェ
スティバルに於いて「ざっくばらんに
話そう！」を実施。外国人・警察官・
地元企業の社員・大学生・高校生・
協会会員が集い、本音で語り合い、
国際的視野を広げた。

継続して実施する。

→ → →

新型コロナウイルス感染症の影響を
受け、姉妹都市・友好都市との派遣
事業は中止となったが、2019年中学
生使節団のメッセージ動画を送った
他、姉妹都市と互いの中学生による
ビデオメッセージを交換して交流の
継続を図った。
また、2/17～2/20に桜ヶ丘ミュージ
アムにて、両市の児童生徒の絵画
や書道による子ども作品展を開催
し、姉妹都市と交換したビデオメッ
セージについても紹介するとともに、
キュパティーノ市から贈られた千羽
鶴を展示した。豊川市の児童生徒の
作品も両市へ送り、交流をした。

新型コロナウイルス感染症の
影響により、令和４年度も派遣
事業は中止となったが、オンラ
インによる交流を実施し、交流
の継続を図る。
引き続き、両市との子ども作品
展を開催し、市民の多文化共
生・国際理解の意識啓発を図
る。

キュパティーノ市の折り鶴ワールド
ピースの集いに対し、キュパティーノ
部会が豊川海軍工廠平和公園で撮
影したメッセージ動画を送って交流
を図った。

キュパティーノ市に昨年度と同
様のメッセージ動画を三河国分
尼寺跡史跡公園にて撮影し送
り、交流する。

49
姉妹都市・友好都市等
諸外国との交流事業
の実施

姉妹都市キュパティーノ市と友好都市無錫市
新呉区との中学生使節団の相互派遣や市民
使節団の相互派遣等諸外国の方とのホーム
ステイや学校体験等を通した交流を行い、市
民の多文化共生・国際理解の意識啓発を図
ります。

継
続

→ →



53

重点

町内会に対し、外国人市民の受入に対する
意識啓発を促す研修会等を実施します。

新
規

実
施

→ → → →
市民協働国際
課
連区長会他

54

外国人市民が多く集まる施設や団体、町内
会、企業等と連携し、地域における外国人市
民のキーパーソンを見つけ、地域活動等の
リーダーとして養成し、外国人市民の地域社
会への参加や町内会への加入促進に繋げ
ます。

新
規

検
討

→ →
実
施

→

市民協働国際課
国際交流協会
商工会議所
農業協同組合
連区長会他

地域における外国人
リーダーの養成

協会の外国人会員を増やし、部会
活動や協会活動を通して地域活動
の理解を目指した。

継続して実施する。

地域に対する外国人
市民の受入環境整備

「やさしい日本語」町内会出前講座
を実施し、外国人市民の受入に対す
る意識啓発を促した。
（５町内会で実施）

より多くの町内会出前講座を実
施できるように努める。


